
決算書掲載頁　85

・業務に必要なときに、常に良好な車を配車出来るように集中管理を行う。
・市内外における各課業務の遂行のための移動手段の確保。
・来庁者や職員用の駐車場を確保する。
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・市役所を利用される市民など
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各所管課の管理となっている業務用車の実態把握を行い、買替時に、共用車へ転換できないか検討を行う。
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業務用車の実態を調査の上、可能な車両は共用化し、公用車の効率的な運営を図る。
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・普通財産の適正な管理
・利用目的のない土地等の処分
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直営 昭和47年度以前 地方自治法

普通財産の借受人および購入希望者

公売方法等も含め、利用目的のない土地等の処分を図る。
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・貸付地に関する業務を円滑に実施する。
・保有する普通財産を適正に管理する。
・土地の処分に関する業務（価格決定、契約手続等）を積極的に進める。
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細事業：管財事業                                

１．公用車の点検整備・運行管理 

常に良好な状態で公用車が機能し、適正に使用できるようにするため、次のとおり維持管理業務を行った。 

業  務  名 金 額 (円) 内        容 

公 用 車 点 検 整 備 業 務   787,185 
  道路運送車両法第４８条第１項に規定する定期点検 

及びその他の整備 

市マイクロバス運行並びに

共 用 車 管 理 業 務 
4,341,750  マイクロバスの運行並びに共用車両の日常管理 

 

２．公用車の購入 

老朽化及び故障等に伴い、共用車４台の買換えを行った。 

車両の種類 購入台数 購入金額（円） 

軽貨物自動車 ２ 1,666,598 

普通貨物自動車 ２ 3,502,488  

 

３．来客駐車場等の確保 

   臨時の来客駐車場（２箇所）と職員駐車場（２箇所）を確保した。 

駐車場名 駐車台数 借上金額（円） 収入金額（円） 

臨時 A・B駐車場 44 2,746,800     -           

職員 A・C駐車場 214 11,522,000 12,116,500 

 

細事業：普通財産管理事業                             

１．普通財産管理業務 

普通財産を適正に管理するため、次のとおり維持管理業務を行った。 

業 務 名 金 額（円） 内      容 

普通財産管理業務 

69,362 古野倉庫機械警備、古野倉庫消防用設備等点検 

2,198,902 除草清掃、樹木管理 

 

２．普通財産の売払い 

     平成２５年１２月に一般競争入札により普通財産（本町５２番１１他４ケ所）の売払いを実施し、３ケ所の

売却を行った。また、公用廃止により普通財産となった法定外公共物（里道・水路）６件を売却した。        

件数 売却金額（円） 

9 105,112,189 

 

 ３．公有地有効活用検討委員会業務 

    公有地の有効な活用、公有財産の用途の廃止又は変更、普通財産の売払い、交換又は譲渡等を審議するため

公有地有効活用検討委員会を下記のとおり開催した。 

    開催数 ２回（案件数：１１件） 

 


